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1.は じめに






感情 に焦 点 が 当て られ て きた(Bowlby,1980;Weiss,
1993な ど)。それ らの研究に共通するものとして、死
別 とい う喪失に対す る原初的な反応に、衝撃を受ける
こと、死を受け入れないことがあげられ る。 しか し、
それ に続 く過程 には明らかに違いが見 られる。
ある研究では、精神的兆候は配偶者 の死別後数ヶ月




程度の年月で、配偶者 と死別 した人の抑 うつ傾向が、
まだ配偶者 のい る人 と同様 になる とい う(Wortman,
Slver&Kessler,1993)。 また、い くつかの研究では、未
亡人 と配偶者のいる女性の抑 うつ傾向に差がみ られな
かったり(Lund,Caserta,&Diamond,1993)、 死別経験2
年後 には差 がみ られ な くなった とい う研究 もあ る
(Stroebe&Stroebe,1991)。Ungar&Florian(2004)1こ よる
と、このような結果の差は、分析手続 き、被験者の年



























を対象 としたものが多いが(河合,1984な ど)、人 口統計
的に考えても、これ ら女性の死別経験者の研究が盛ん








人が男や もめよ りも死別経験による抑 うつの リスクが
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高い といえるわけではない。















であるとい う(Clayton,1990)。 このよ うな観点から、死
別の悲 しみは通常の精神障害 と同様に扱えるものでは
ない と考えられ る。




応 であるので、配偶者のい る人 と死別経験を有する人
との比較 とい うことはできないだろ う。男性 よりも女
性 のほうが抑 うつや感情の表出が多い とい うことなど
か ら(Derlega,Melts,Petronio,&Margulis,1993)、 安易に
比較することはできないと考えられるものの、性差を
考 える際にはよ り一般的な概念である抑 うつの尺度が
使用 されてきた。
Stroebeら(2001)に よると、男やもめのほ うが未亡人




人 よ りも抑 うつ傾向が高かった。つま り、男性のほう
が配偶者の死別 によ り抑 うつ状態にな りやすいのだろ
うとい う。また、Grick,Weiss,Parkes(1974)の 死別後2～
4年 の研究によると、男やもめのほ うが未亡人 よりも
回 復(recovery)に 要 す る 期 間 が 長 か っ た とい う。死 別 後
1年 の 未 亡 人 は 配 偶 者 の い る 女 性 よ りも 抑 うつ 傾 向 が
高 か っ た が 、追 跡 調 査 で は 有 意 な差 が 見 られ な か っ た。
しか し男 性 に お い て は 明 確 な 差 が み られ た と い う。
Umberson,Wortman,&Kessler(1992)の死 別 経 験 者
抑 うつ 傾 向 の 長 期 縦 断 的 研 究 に よ る と、 配 偶 者 の 死 別
は 男 性 の ほ うが 女 性 よ り も 影 響 が 高 か っ た と い う。
Lee,Willetts,&Secombe(1998)に お い て も 、男 や も め の ほ
うが未 亡 人 よ り も相 対 的 な リス ク に お け る 死 別 経 験 に
よ る抑 うつ へ の 影 響 が 高 く、 ソー シ ャ ル サ ポ ー トに よ
る変 化 は み られ な い とい う結 果 とな っ て い た 。
男 や も め よ り も 未 亡 人 の ほ うが 抑 うっ 傾 向 は 高 い
と い う 研 究 も あ る が(Berkmaq&Charpentier,1986;
Chen,J.H.,Bierhals,A.J,Prigerson,HollyC;Kasl,S,
V,Mazure,C,M&Jacobs,S,1999)、そ れ ら は 死 別 経 験 者
の み を対 象 と した 研 究 で あ り、 ま だ 配 偶 者 の い る人 は
含 ま れ て い な い の で 、 抑 うつ 傾 向 の 性 差 を 検 討 す る こ
とは で き な い と考 え られ る。
(2)身 体 的 反 応
死 別 経 験 後 に は 、 男 女 を 問 わ ず 少 な か らず 身 体 的 健
康 へ 影 響 が あ る と さ れ て い る(Parkes,1996;W.Stroebe
&Strcebe,1987)。 そ の 影 響 に は 性 差 に よ りパ タ ー ン が
異 な る と い わ れ て い るが 、 多 くの 研 究 で は 女 性 の ほ う
が 男 性 よ り も健 康 の 問 題 や 病 気 を 抱 え 、 医 療 機 関 を利
用 しや す い とい う(Verbrugge,1989;Wingard,1984)。し
か しこ れ に は 、 男 性 の ほ うが 女 性 よ りも 自分 の 身 体 的
状 態 を 知 らせ た くな い と思 っ て い る か らで あ る とい う
考 察 が つ け られ て い る。
Glick(1974)に よ る と、死 別 後14ヶ 月 の身 体 的 健 康 の
報 告 は 、未 亡 人 の 方 が 男 や も め よ り も高 得 点 で あ っ た。
配 偶 者 の い る 統 制 群 と比 較 す る と寡 婦 の ほ うが 身 体 的
兆 候 得 点 は 高 く な っ て い た が 、 男 や も め の ほ うが 過 剰
な 報 告 を す る 回 答 者 が 多 か っ た と い う 。
Gallagher-Thompsonら(1993)によ る と、 死 別 経 験 者 の
死 亡 率 か ら、 こ の よ うな 結 果 は 、 男 性 が 自分 の 健 康 状





これ までの死別 に関する研究が盛 んになっている
背景には、愛すべきもの との死別 とい う経験が、ある
人々に とっては極端な精神的、身体的な悪影響 と関連
があるといわれてきたか らである。 しか し最も重要な
問題は、死別 の経験者が、精神的、身体的に脆弱だ と
い うだけでな く、自身もまた死にやすい とい うことで
ある。死別経験者の死は長期縦断的な多 くの研究によ
り、配偶者 との死別 した男性 と配偶者のい る男性、配
偶者 と死別 した女性 と配偶者のいる女性 の比較研究で、
配偶者死別後 の男性は死亡率が高い といわれ てい る
(Bowling8cWindsor,1995;M.Strcebe&Stroebe,1993)0
1984年 から1990年 の間にアメ リカで行われた縦断的
なエイジングの研究では、未亡人が配偶者のいる女性
に対 し死亡率が13%高 かったことに比べ、男や もめは
配偶者のいる男性 に対 し25%高 い死亡率だ ったとい
う(Goldman,Korenman&Weinstein;1995)。また、
Martikainen&Valkonen(1996)に おける1986年 か ら1991
年に行われたフィンラン ドでの縦断的研究 においても、
配偶者死別後の死亡率は、配偶者のいる女性に比べ未










特な性差であるとい う説明が付け られ てい る(Manor
&Eizenbach,2003)。 このよ うないくつかの例外を除け










4.男 や もめの脆弱性 一理論的探求一





との関係性の維持に従事する、 とい うこのよ うな相違
は死別経験への適応にも適用 され、男性 よりもソーシ
ャル サ ポ ー トを受 け る こ と が 多 い こ とが緩 衝
(buff ring)となって、未亡人は配偶者 の死別経験から受
ける影響 を減 じているといわれてきた。 ここで言われ
てきた主な仮説は、配偶者 との死別経験後、女性は男
性に比ベ ソーシャルサポー トをより多 く受けていると




には、再調整 とい う変化が要求 され るためであるとさ
れている。ライフイベ ン トにおけるス トレスの強度は、
個人が置かれる状況や コー ピングの資源 によるとされ、




らげる役割を持つ とされ ていた。 ソーシャルサポー ト
はス トレスの評価的な反応を減 じた り、そこに干渉す
ることで、ス トレスとなる出来事 とス トレス反応の仲
裁的役割 を果た し、また、ス トレス反応を消去 した り
直接的に心理的過程に影響 を与 えることにより、ス ト





田:1997)、 死別経験者 に対する ソーシャルサポー トへ
関心が払われている。
ソーシャルサポー トと抑 うつ傾 向の関連 を、配偶者




によ り、死別後のサポー トが抑 うつ傾 向を低めるとい
え るほ どの関連はみ られなかった とい う(WStrcebe,
Stroebe&Abakoumkin,1999)。ま た 、Stroebe&







弱 であると考 えられている配偶者 との死別経験者 を
有す る男性がどのようなサポー トを求めてい るのか、







をコン トロール しようとする。その対処方略 として、
ス トレスーコー ピング理論においては、情動焦点型コ
ーピング対問題焦点型コーピングとい うことが言われ














Stro。beら(1999)に よると、死別 とい う経験は包括的
なス トレッサーであ り、その適応のためには一次的、




る。 しか し、死の結果 として生 じる二次的なス トレッ
サーへの対処も死別後の適応においては重要であると
い う。配偶者喪失後の対処パター ンに関 し、坂 口ら










めに比べよ りス トレスであると感 じ、家事や近所づき
あい、生活規則 といった 日常生活において男や もめは
未亡人 よりもよりス トレスであると感 じているとい う
(坂 口,2001、 経済的問題や死別後の雑事は、夫が主な









族などの同居者か らのサポー トを得 られるような機会
はあるとも考えられ る。 しか し、死別後の精神的健康
において、家族形態の凝集性や葛藤性 とは無関係であ
ったとい うこ とや(岡 村,1994)、Hays(1992)に よる重篤
な入院患者の配偶者に対する2年 間の調査研究におい
ては、患者の死後、男やもめは未亡人に比べ、 ソーシ
ャルサポー トを求めよ うとする行動的側面が少 なかっ
たということなどか ら、死別経験後の男性 の脆弱性に
関 しては、これまで言われてきていたソーシャルサポ
ー トの準備性 も重要であるとは考えられ るものの、そ
れ を実際に活用 しようとするかの、死別経験者のサポ








れの背景 には、Holmes&Rahe(1967)に よるス トレスフ
ル ・ライフイベン トの研究において、配偶者 との死別
がそのランキングの1位 になっていた とい うことに端
を発 していると考えられる。これまで、死別 とい う経
験はス トレスに満ちたものであ り、そのス トレスをい
かに減 じてい くべきかとい うことが主要なテーマであ
った。 しかし、 「苦痛に満ちた悲嘆のプロセスを経て、





配偶者 との死別経験 に限 らない死別経験の研究に
おいて、ポジティブ と捉え られる変化 とは、友人 との
良好な関係などの社会的資源の高ま り、自信な どの人
的資源の高まり、新たなコー ピングスキル、 もしくは
より進歩 したコー ピングスキルの獲得 の3つ に加え、































考えられるが、男性 も女性も同様 に配偶者 との死別 を
経験する可能性があることは疑 う余地 もないだろう。
しかし、先に述べてきたように、配偶者との死別経験
とは、異なる2つ の性別 において同 じよ うな出来事で
はないと考えられる。実際、死別経験の研究において
は、性差は一つの要因 としてその悲嘆、適応、自己決
定の過程 に組 み込まれ てきたものである(Storcebe&
Strcebe,2001な どkし か し、生涯発達研究においては、
老年期の多くの男性は女性 とは異な り、配偶者 をな く
した後に自分の人生 を作 り直 し、一人で生活するとい
ったことは想定 しておらず、相対的に配偶者 との関係
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